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運行管理とは
　列車をダイヤ通りに運転するためには，

信号機とポイントを制御する必要があり

ます。具体的には，ダイヤで定められて

いる発車時刻になった時には信号を青に

するとか，列車が駅に到着する時，ダイ

ヤで定められている番線に入るようにポ

イントを操作するなどです。さらに，事

故などによって列車に遅延が生じている

時には，後で述べるような様々なダイヤ

の変更を行なって，ダイヤの乱れを回復

しようとします。これらの業務を総称し

て，運行管理と言います。

運行管理の歴史
　信号機とポイントは，歴史的には各々

の駅で制御していました。駅には信号制

御盤と呼ばれる装置があり，そこから信

号機やポイントを制御していました。そ

して，ある列車が出発すると，そのこと

を隣の駅に知らせて（現発通知）いました。

隣の駅では，それを受けてどの列車が来

るのかを知っていたわけです。信じがた

いほど原始的な仕組みですが，JR 発足

のころでさえ，首都圏の大多数の線区や

関西の主要線区でも，ほぼこれに類する

仕組みで列車が運転されていたのです。

　しかし，これでは指令室からはどこ

にどの列車が走っているかも分かりませ

ん。そこで，その後，CTC（Centralized 

Traffic Control）の時代に入ります。こ

れは，指令室から各駅の信号機やポイン

トを集中して制御できるようにしたもの

です。

　CTCでは，制御は集中されましたが，

操作を行なうのは，相変わらず人間（指

令員）です。列車がダイヤ通り走ってい

るのであれば本当に単調な操作です。し

かし，ミスは許されないのです（ちょっ

と忘れていると，列車の発車が遅れてし

まった，ということになります）。

　そこで，PRC（Programmed Route 

Control）が開発されました。これは，列

車ダイヤをコンピュータに格納し，コン

ピュータで信号機やポイントの制御を行

ので，これを支援するためのくふうと技

術開発が行なわれてきました。最近では，

乗務員に携帯電話を持たせて連絡が容易

にとれるようにしたり，メールを流して

状況を伝えたりということをしている会

社が増えています。また，運転整理案の

作成は，現在ではほとんど人間に任され

ていますが，これについても，コンピュー

タによる支援，すなわち，運転整理案を

作成するアルゴリズムに関する研究が進

んできています。

（輸送情報技術研究部　富井規雄）

理と言います。

運転整理の難しさ
　運転整理は非常に難しい業務として知

られています。その理由としては，時間

的余裕がなく，迅速な決定が必要とされ

る，何が最適かの評価基準があいまいか

つ状況によって変化する，多数の列車を

対象とした複雑な問題である，事故の復

旧時刻・今後の天候など，正確な予測が

困難な状況に対応する必要がある，車両

基地・乗務員基地・駅など，関係者が多

数にのぼり，情報の収集と伝達に要する

手間と時間が大きい等があげられます。

運転整理の支援
　運転整理は，重要かつ大変な業務です
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遅延した列車をB駅で前途運休とし，そのまま折り返
して遅延を回復した。

なうものです。本格的なものは，新

幹線の岡山開業時（1972 年）に用い

られたものが最初です。現在では，

首都圏の線区を対象としたATOS，

JR 京都・神戸線の複々線区間を対

象としたシステムをはじめ，多くの

線区に PRCが導入され実用的に使

われています。また，駅の発車標や

自動放送も PRCで制御されるよう

になっています。

　PRC の導入によって，ダイヤの

乱れがない限り，指令員は列車の運

行をただ眺めていればよいというこ

とになりました。

運転整理とは
　しかし，事故などが起こって列車

に遅延が生じた時には，そうはいき

ません。こういう時，指令員は，一

時的にダイヤの変更を行なって乱れ

を回復しようとします。具体的には，

列車を運休する（図 1），臨時列車を

運転する，列車の順序や待避箇所を

変更する（図 2），列車の折り返しの

計画を変える（車両運用変更），列車

の番線を変更する，列車の種別を変

更する（例えば，快速を普通に変更

する）などです。この業務を運転整
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灰色が計画ダイヤを，黒色が変更後を表す。
急行列車（太線）がD駅で遅延したために，C駅で予
定されていた普通列車（細線）の待避を中止し，B駅
で待避するようにした。


